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現在、情報学的手法によってヒ
トゲノムから新規機能性 RNA
を網羅的に予測する研究テーマ
に取り組んでいます。RNA 二
次構造の予測をはじめとする配
列情報解析技術の開発や機能性
RNA データベースの構築、大
規模シーケンス解析の配列情報
解析まで幅広い課題に携わって
います。情報学的手法によって
生物学的な知見を得るための方
法論の構築を目指しています。

変化させながら揺らいでおり、RNAもまた揺
らいでいると考えられます。これまでのRNA
の二次構造予測では理論上最も安定な二次構造
だとしても、揺らぎの影響を受けやすいものが
含まれています。このことがこれまでの予測方
法で正しい二次構造を予測できない原因ではな
いかということが、最近の研究からわかってき
ました。
　共同研究チームでは上記の知見に触発され研
究を重ねた結果、予測精度の期待値を最大化す
る独自の理論を用い、従来手法に比べて理論的
に予測精度を向上させる技術を開発し、RNA
二次構造予測を行うソフトウエアCentroidFold
を作成しました。
　CentroidFoldは、RNAの二次構造予測の精
度を評価するために広く用いられているベン
チマークデータセット（構造がわかっている
RNA）を用いた計算機予測実験によって、これ
までのRNA二次構造予測手法より高精度であ
ることが実証されました。

今後の展開
　CentroidFoldは、二次構造予測の標準的な
ソフトウエアの1つとして、生物学における
RNAの機能解明や新しい機能性RNA発見のた
めの一助となる一方、バイオテクノロジー産業
において、より品質の高いPCR[1]プライマーや
siRNA[2]、マイクロアレイプローブ設計のため
の一助となることが期待されます。

RNA二次構造を予測するソフトウエアを開発
RNA医薬品開発、新機能性RNA発見へのツール

RNAの二次構造を予測するソフトウエアを開発
　RNA（リボ核酸 ribonucleic acid）は遺伝子
DNAからタンパク質が合成される際の中継ぎ
として働くことが知られていますが、そのよ
うな働きをしないRNAが遺伝子の発現制御や
細胞のがん化などで重要な役割を果たしてい
ることがわかってきました。このようなRNA
を機能性RNAといい、機能を発揮するには長
い1本鎖であるRNA分子が部分的に2本鎖を
形成して二次構造と呼ばれる特異的な構造を
つくります。今回開発したRNA二次構造予測
手法では、予測精度の期待値を最大化する独
自の理論を用いることで、従来手法に比べて
理論的に予測精度を向上させることに成功し
ました。ベンチマークテストでも世界最高の
精度で二次構造を予測できることを実証しま
した。

ソフトウエアCentroidFold
　1本の長いRNA鎖がとる塩基対（AとU、G
とC）の組み合わせは膨大な数になりますが、
RNAを安定な状態にする塩基対の組み合わせ
は限られています。これまでの予測では最も安
定な二次構造を求める方法がとられてきました
が、最も安定な二次構造が必ずしも正しい二次
構造であるとは限らない場合が多々あることが
経験的に知られるようになってきました。
　細胞内の物質は1つの構造に固定されている
のではなく、熱のエネルギーによって常に形を
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されるほか、インターネッ
トを通じて、二次構造予測
サービスを公開しています。
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● 用語説明

［1］PCR
DNA ポリメラーゼを利用して
目的とする DNA を試験管の中
で倍々ゲームで増幅する方法。

［2］siRNA
RNA 干渉において、配列特異
的に特定の遺伝子の発現を抑
制する際、長鎖の二本鎖 RNA
から Dicer により切り出され、
ガイド役として働く 21 〜
23 塩基の二本鎖 RNA。

RNA は揺らぎによってさまざまな形をとるが、揺らぎの中心に相当する形がある。CentroidFold はこれを予測
する。理論上最も安定な形は、揺らぎを考慮すると、まれにしか生じない形になっていることが多い。

最も不安定な形

理論上最も安定な形

揺らぎの中心の形


